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樹 狂 越 諄 群 事 犠 盤 雇 茅 ‡旨 義撃 ―_

会 開 1(9:30-10:20)
2年 F組  2F教 室 (中 舎 1階 東 )

授 業 者  若 圃  進

1、 単 元 名   日清 。日露 戦 争 と近 代 日本

2、 指 導 の 立 場

(1)単 元 につ い て

1894年 に治 外 法 権 が撤 廃 され た後 も、 関税 自主 権 は 回復 され な い

ま まで あ った た め 、政 府 は外 交 政 策 を 中 心 に 国際 的地 位 の 向 上 へ の

努 力 を続 け る こ ととな っ た 。 まず 朝 鮮 に対 し不 平 等 条 約 を結 ばせ 、

大 陸 へ の侵 略 を 開始 した 。 これ は清 との 対 立 を生 み 日清 戦 争 を弓:き

起 こ した 。 日溝 戦 争 で勝 利 を お さ め た 日本 は 多額 の 賠 償 金 の ほ か 、

台 湾 や リヤ オ トン半 島 を獲 得 し大 陸 へ の 侵 略 の 足 が か りと した が 、

三 国 干 渉 に よ つて リヤ オ トン半 島 を返 還 した 。 中 国 を め ぐっ て Fll国

鋤 lll害 関 係 が 絡 み合 う中 、 日本 は義 和 国 事 件 や 日英 同盟 を経 で ロ シ

ア との対 立 を深 め た。 この対 立 は 日露 戦 争 を弓Iき 起 こ し、 日本 は苦

戦 の す え勝 利 を お さめ た 。

目清 。日露 戦 争 の勝 利 に よ り、 日本 は 帝 国 主 義 国 の伸 聞 入 りを し

た 。 1911年 に念 願 の 関 税 自主 権 を 回復 し、 国 際 社 会 で欧 米 の列 国 と

対 等 の地 位 を得 たが 、 一 方 で は韓 墨 を・fr合 す る な ど大 陸 へ の 侵 略 を

進 総 て い った 。

明治 維 新 直後 か らの 明 治 政 府 の 最 大 の 課 題 は条 約 改 正 で あ った。

不 平 等 条 約 を一 刻 も早 く改 正 し、 国際 社 会 に お い て 欧 米 の先 進 諸 国

と対 等 の権 IIlを もつ こ とが念 顧 で あ っ た とい え る 。 そ の ため 政 府 は

国 内 勢近 代 化 を進 め 、 そ れ に伴 う国際 的 地 位 の 向上 を 目指 した。富

国 強 兵 策 は そ れ を代表 す る もの で あ り、憲 法 の 制 定 ・ 国 会 の 開設 や

欧 化 政 策 も条 約 改 正 へ の 努 力 か ら生 まれ た もの だ とい え る。

条 約 改 正 に 向 け行 なわ れ た急 速 な近 代 化 は 、 日本 の 国 際 的 地 位 を

高 め る もの で あ ったが 、 あ ま りに短 期 間 に欧米 総先 進 諸 国 に追 いつ

こ う と した た め に、外 交・ 内 政 と もに 多 くの 問題 を生 み だ して い つ

た 。特 に櫨 民 地 化 を主 とす る 日本 の外 交 政 策 は 日本 国民 に 多 くの 負

担 む与 え た だ け で な く、朝 鮮 や 中 国 録人 々に 自国 が 侵 略 され て い く

苦 痛 を与 え続 け た。 日本 の 近 代 化 政 策 が 押 し進 め られ る中 で人 々が

何 を考 え どん な生 活 を L7て い った か を考 え させ た い もの で あ る。



(2)生 徒 勢 実 態    (2年 F組  男 子 20名 、女子 21名 )

2年 F経 で は気 軽 なこ発 言 が で きる雰 囲 気 作 りを社 会 科 の 授 業 内 で
も行 っ て きた 。 そ の結 果 グ ル ープ 内 だ け で な く、 ク ラス全 体 に 向 け
て も 自分 の考 え を は っ き りと述 べ る こ とが で きる 生 徒 も見 られ る よ
うに な った。 まだ程 度 仰低 ぃ考 え方 ゃ偏 った見 方 も見 られ る が 、 そ
うい つ た意 見 に対 して も、反対 や 付 け加 え の意 見 も合 ぇ る よ うに な
つて きた の で 、次 第 に飾外 れ の発 言 は減 少 して きて ぃ る 。

この ク ラス は歴 史 を学 習 す る時 、政 治 家 や政 策 そ の もの を学 習 す
る よ りも、 そ の時 々の人 々が政 策 に対 し何 を考 え どん な行 動 を とノた
の か 、 とい っ た内容 に敏 感 に反 応 す る こ とが 多 い。例 ぇ ば 、江 戸 時
代 翁百 姓 一 揆 ゃ 身 分 差 別 の 問題 に は特 に 関心 を示 し、人 々の心 情 を
理 解 しよ ぅ と努 ヵ してみ た り、一 方 で は 、 自分 の身 近 な生 活 め 中 か
ら同 じよ うな状 況 を見 つ け た り して 、歴 史 上 の で き ご とに対 して 自
分 の考 え を深 め た生 徒 が 多 か った 。

しか し、ふ だ ん か 鏃思 しヽゃ 考 え を理 路 整然 と答 え る こ とが で きる
生 徒 は まだ 多数 とは いぇず 、半 数 の生 徒 はお ょそ は意 識 で きて ぃ る
の だ が 、表 現 す る時 に は事 実 と闘 連 させ る こ とが弱 か った り根 拠 が
あ い ま い だ っ た りと表現 力 の弱 さ がみ られ る。 また 、資 料 を活 用 す
る能 力 は高 い とは ぃ ぇず 、 だれ か に指 摘 させ て初 め て資 料 の 内容 が
理 解 で きる生 徒 もか な りい て 、資 料 に よ って授 業 へ の 興 味 が大 き く
異 な る こ とが ぁ る。

(3)本 時 鍛 指 導 意 図

欧 米 鋤帝 国主 義 国 に比 べ 国力 の 劣 る 日本 は 、国際 的 な地 位 の 向上
させ て条 約 改 正 を成 功 させ ょ ぅ と急 ぐあ ま り、無 謀 と も思 え る戦 争
を しか け た 。 しか し、国民 に は戦 争 の真 実 が 隠 され 、 戦 争 の Xlj点 が
強 調 され た た め 、戦 争 は国 の発 展 につ な が る こ とだ と信 じ、生 活 が
苦 し くて も、戦 争 の勝 Tllに よ って豊 か な暮 じが来 る と思 って い た人
も多 か っ た 。 そ の期 待 は ポ ーッマ ス条約 の締 結 で裏 切 られ る。 賠 償
金 ιまな く、獲 得 した領土 も少 な い と知 っ た国民 は 、 戦 争 時 に耐 え て
きた苦 し

・
しヽ生 活 へ の不 満 をあ らゎ に し、 さ らに 明治 政 府 の近 代 化 に

対 す る不 満 を含 め て 一気 に不 満 を噴 出 させ た の であ った 。
本 時 は 前時 の 授 業 と強 く関連 させ なが ら、 日露 戦 争 後 礫 ポ ー ッマ

ス条 約 を め ぐる人 々の気 持 ちを深 く考 え て い きた い と考 ぇて設 定 し
た もの で ぁ る。政 策 と国民 の生 活 との ず れ を考 えた い と思 う し、 こ
の授業の内容が、後に太平洋戦争へ進んでして 日本の状況 を学ぶ時
に生かせ るょぅ :こ 、多くの生徒に強 く雛象づけたぃ。
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予 轟 発 表 前 時 の 感 想 を発 表 し よ う。
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教 師 の 働 き か け
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数学科学響指導案

公聞 ■   器:30～ 10:20)

■年C畿  ■C数室 (申舎 3爾申央)

授業者  渡辺宏彦

■。単元名 変化と対応

2。 指導の立場

(1)単元について

いろいろな事象の中から、ともなつて変わる露つの数量を見つけだし、

その変fLや対応のようすを、表tグラフ、式を通 してとらえ、さらに、そ

れを溝題することを学ぶことは、中学 ■年から3年まで一貫 して指導する

ことである。

中学 1年では、「集合 Xと集合Yとの間 l通 一意対応 fがあればtそれが

関数であるということになる。Jと いう関数の形式的な定義よりも、その

観念を重視することが大切である。それは、数学的な厳密さよりも、「と

もなつて変わる量Jと いうような関数概念発生の時点における見方の方が、

関数の実質的な内容をとらえさせるのによいからである。そして、 ■年.

2年 と関数についての理解を深ぬマ与`き、中学校の関数指導の最終段階で、

まと滲として、関数を2つの集合の要素間の対応として見直すことを指導

することになる.

また、 1年では、 とくに、比例 (正比例)・ 反比例の関係を中心にして

取り扱うことになる。正比例 。反比例については、小学校でも式表示やダ

ラフまで扱つているが、具体的な量についての考察が中心であり、負の数

の指導もなされていなりので、文字のとり得る値の範囲も正の範囲に限ら

れてしヽる。中学校では、 Xや yが負の饉、また、比例定数 aが負の数をと

つても、 y=ax,y=彙 とし`う関係さえ成り立てばlyは xに正比擁

するとか、 yは Xに比例するとか、 yは Xに反比例するというように、正

比例・ 反比例の概念を拡張していくことになる。正比例・反比例は、いろ

しヽろな事象を通して関数関係を理解させ るため鍛具体的な題材であり,ま

た、関数関係を、表、 グラフ、式に表 して、そこから変イヒや対応の特徴を

調べる具体的な題材である。したがつて、小学校で学習してきているから

といつて、式の特徴やグラプの特徴につし`て機械的に覚えさせる指導には

ならないよう十分留意したい。なお、正比例・反比例では、比例定数のも

つ意味をてし`ねいに扱しヽた警`。関数では、変化している量をとらえようと

しているわけであるが、その変化 して毎`る中で変わ らない量を見つけるこ

とが、関数をならえるうえで大切だか らであ懸。



(2)生縫の実態

1年C組は、男子 20名、女子 17名の計 37属の学級である。

授業では、集中して取り縄むことのできる生徒は多いがゝ数学における学

力につしヽでは、上位生縫が少なく、中位、下位生徒が多い。また、数学豊

苦手とし、数学の嫌しヽな生縫が多等ヽ。

本単元は、中学生 3通 なつて初めて表やグラフを扱う単元である。そもで、

①表やグラフをかくことが好きですか。

②表やグラフをか与ヽて考えることと、計算をして考えることとでは、 どち

らが好きですか。

というアンケートをとつてみたところ、

①好き (12名)  好きでも嫌いでもない (10名 )  療い (■ 5名 )

②表やグラフ (18名) どちらも同じくらしヽ (2名 ) 計算 (■ 7名 )

という実態であり、表やグラプの方が好きな生徒、計算の方が好きな生徒

が、ほぼ半分に分かれている。

(3)本時の指導意図

本時は、「変化と対応Jの単元の第 1時で、「高さが20機の水そうに

一定の割合で水を入れていく。」という題材をもとに、時間がたつのにと

もなつて何が変わつてむヽくのかを考える。この課題で、時間とともに変化

していくものは、水の深さ、水の体積、水の重さなどいろむヽろなものメ轟

るが、その中で水の深さについて着目し、時間がたつのにともなつて水の

深さがどのように変化するのかを考える。

またちその変化のようすをわか りやす くとらえるためにはどんな方法が

あるのかを考え、各自が考えた方法をバズによつて伸聞と比べ、変化のよ

うすをはつきりとつかませたい。

そして、 自己評価問題として、課題と同じく、水そうの水を用いる問題

を与えることによつて、本時の学習内容がつかめたかどうか評価 したい。

さらに、次時においては、一定の割合では変化 しない題材を設定 し、ヤヽ

ろいろな変化とその対応のようすをとらえられるようにしたい。

また,本時への導入として、次の予習的課題を設定 した。

〔予習的課題〕

次の表の中の国にあてはまる数を入れよ。

富
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２
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●
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轟.鸞畿藤轟顆φ又霊勒  ≪豊磁移藉購磯鬱ら後購時咆》

雛亀亀_麟饉蓮麗量醜 攣甦轟機覆豊曜麗蝿磯菫機凛磨塾はれ滅醐燃歌要鍼 贔数董農恣鰹腫盤議北鷹菫重鑽量墟避璽邊遭塑位機

つげた程力
霧涸数覆襄やグラフや式で轟すことができる力 虚撫機、慶麓鷲喩鶉なと鶴攀饉豊か慾、骨鍮変化鍮よう

壌 鶴と も な .つ て 変 わ 麓灘

攣

　

蝙

具惇鼈瞳事象攀幸か堪

と膠なつて変移鶴数量

鍮癸繰だし、そ参豊亀

≧雙θ酪ふうま豊≧撃

Å辱犠 《本時≫

ともな参て変わる数量
0露儀を亀襄やグラフ

喩使つて調べることが

できる鬱

れもなつて変静62つ
癬数量なとりだし、鐘

鐘感時霧難蠅数である

ことを睡洟ま鯰零

表をもとに、X薇 対す

るye饉を求めてむ秘く
ことtt~よ り、ともなつ

て変わ轟2つの数量尋

特徴を明らかにす磯鬱

比制定数を求めること

によつて、
「

をX醸式
で義彗るようにす薔響

予

轟

次○襄辱申0目にあて

はまる数を入れよ.

麗甕0長さが2彗籟であ

る晏方形を摯ろいると

作る.横0長さと、た

ての長さ翼ついて次の

時達 4議で歩く人がい

る警 i時鐘、 2時議、

3時轟、 ・・ 。と進む

とき峨、時爾と進んだ

距鐘0露標を調べ、次
の襄をうめよ。

あるつ導意きばれに、
1層 gO糠もりをつ番す

と2薇0び る。こ0ご
れに.2騒 goおも撃を
つこすと露鑢0び番だ

ろうか零またヽ輩 g嬢

おもりをつるすと、縄
銀0びるだろうか響

yが Xに 比例するとい

うことを、式で表せ。

ただし、比例定数をa
とする.

轟

械

糞きが鸞鑢攀掌そ季肇こ

猛籍炒羹盆無ずつ家辱

灘塞写ふ黄,て舞<よう

に求量入れ 馨早

舎鋳轟藤斃争につれて

縄が変静うて彗lく 鍛

だ馨暴欝彗

り時購が発つにつれて

本鐸讐どがど鋳よ曇

ξミ輩わつて終(参か

なスペ電尋よ攀攀

周菫0長さが器韓であ

る長方形ないろいうと

詐辱.横0長さ菱大き

くしてもきくと、轟績鐘

ど0ように変わつてい

くだ ろうか。

表や グラフをかいて講
べてみよう。

あ導入が、A市か義3露

臨難れた 8市へ行く,

このとき、進んだ距鐘

と饉撃参鍾麟と辱羅曇

を、表やグラフにかい

て調べよ。

あるつるま彗ぼ糠覆、
いろいろなおもりなつ

るし、ど慾辱鰺びの長

さ 敬調べたらt次の表
参ようになつた写

墨にあてはまる数を求
める方法を考えよう。

次の(1)～ (3)に ついて

yを xの式で表せ。

(1)yが xに 正比例 し

x=80と き、y=
16である。

(2)yが Xに 正比例 し

x=60と き、 y=
3である。

13)yが xに 正比例 じ

x=10の とき、
y=15で ある.

掌
び
合

い
●
姿

時轟がたつにともな参

て、本の深 さが変化し

ていくようすを、メてズ
で交流しあうことによ

り、表やグラフをかく

とその変化のようすを

とらえやす くなること

をつかむ。

ともなつて変わ 薔数量
0饉機は、襄をつくる

とわかりやすくなり、

グラフをかくと、さら

にわかりやすくなるこ

とをつかむ,

バズを通して、距鍾は

時露0関数であること

をつかむ鬱

おもり0お もさが2倍
3倍、4惜 となるにつ

れて、ごね0●びも2
管、 3書、4倍となり

比倒関係にあることを

つかむ。

二比擁を表す式
y=ax

tt~、 Xと y参 値を代入

し、比規定数 aを 求鋒

ることによ攀、yを x
O式で轟せることを辞

かむ摯

自

己

欝

鸞

話

颯

15鐵0深さまで本の入
つた水そうから、毎分
5籟鍛澤さで家 な外に

濾す摯時欝にともなつ

て、議さが変化す るよ

うす驚表≧グラフ覆襄
してみよう彗

絞含め壁と撲した所 L~

金経で長方形0、 にわ

と撃小屋を諸ろうと思

う。金畿議長さは26難

で、でき番だけ面積が

広くなるようにするに

濾、にわと惨小屋0た
てと、横鍛長さをどれ

だけにすればよいか,

醸に増電)と 攀 彗

:PIt鰹 :

雙

A地から12諄鐵議れた

B地に、鐘時3勝懸○達

さで走碁自麟車直菫つ

て行くとき、轟撃0道
e撃 が、走った距鐘に

ともなつて変わるよう

すを譲べた。次○胃い

に答えよ鬱
ξl)走つた時議と臨諄

鍛選0参 との鐵饉を

襄に表せ。
選震》《1)の 鍵震量グラ

フtご 表ぜ。
督聯甍り撥遭0撃 濾.走

参斃時鋼醸麗数かけ

次の表からX,yo露
係をみつけ、日にあて

鯨意る数を求lleょり

次の(1)～ 〔3〕 について

yを xO式 で表せ.

[1)yが Xに 正比例 し

x=50と き、y=
15である.

(2)yが Xに 正比例し

x=-30と き、
y=3で ある。

ほ》 yが Xに正比例じ

x=-80と き、
y=… 24で ある。



I蜜 難詩儘覆竃饒す薔角     o麟 鸞襲争諄で戦ぴ、感畿導議を獲つて、通lle卜 と反捻爾鍮鐵財覆ダラフ翼轟ず力

爾

変鑢に、燿鰻が場る調

数についで、そ奪驀饉
される鐘藝査とらえ番
ことができるよう尊こす

る鬱

フ一プジ鍮灘麓蓋

壼f詮 轟ようまな轟すと

'、

量翁簑鑢覆つら燿て

磐考え、グ攀フξこ毅ま

た鎌報、謹麗平藩な菫
ざ馨懸賣性磁つがむ警

塵機平面上鍛点酔饉畿
な鑢んだり、豊種とつ

たりす轟こと畿鸞して

急象艘や饉鑽軸上鍛菫
鰺籍撥なつかむ零

正憾鍼磯グ秒F社 がく
こと機達して、デ静フ
鎌申響翁麓慾竃数綽畿
裁■つかな警

饉鑢血鍮畿難塵橿機怒

と E蓮 、爵麓灘辞が予響

鍮麓灘宝翡鍮黛録簾暑

準慾み、重ほ農書
‐
尋≧

ガずさ轟轟鬱ζこす は機

恵さ1態輛⑬立方簿の容

彗に、 1分爾に 1徹ず
つ本を入れてじ尋く,x
分後に水鍮深さ感、y
籍となるとする.

ξ亀〕 yと Xの爵係を式
覆襄せ.

123範分後に、本はい

つぱいになるか専

本そう覆、 1分霊tt~2

軸ずつ鍛糧合で本を入
れている。今の本の高
さが欅輔であるときt

3分後、4分蘭嬢水導

高さを求めよ響

次の座標を、座標平面

上に表せ。
11)(3,5)
(2)(2,-4)
:3)(-1, 3)

次尋表から、塵機平甕
上に慮をとれ。

x針 4計 3計 2計 1:藤:1

り
L3L6L慮ヒ

2み 響

次の、正比例を表す ダ

ラフをかけ撃

2
(1)y=丁 x

c2)y=2x

《3)y=―
1

曹
X

灘さ3諄銀○縄柱形0審
器に水避入れていく。

水画奪高さが等分2曲
.0理合で高くなつてい

|く とき、本む入れはじ
1機 てからx分換攀本面
10菫 さをy儘とす蓬。
.次の羹いに答えよむ

|{韓 yを XO式で表警.

123x醸 とること磯で
, きる撻e輔圏濾、種
1 翻から露爾までか鬱

A電が,1時鶴t=1簿霧盪

奉懸合で由に量撃、意
醸ある秘地点喩ちよう

ど12時に選争た零
このな地菫を基準患鍮

□識とするとき、時鐘
にともなつて高さが変
わるようすをグラフに

してみよう相

次0座標を、座標平面

上に表せ .

(1) 鋤15,3)  815,-3)

薔《-5,3) 議ξ-5,-3)

12) El■.2)  FC題 ,2〕

毬C-2,2) 翼1-5,2)

(3) I《 -4,1)Jζ -4,3)

薇C-4)… 2)Ll-4.-5)

:慮 》 織ξ3,議)  懇《-1,鬱 〕

P12.露 )  0(-5,鷹 〕

[毬 》 獄e霧 ,1)  3ξ 霧,5)

了〔鬱,-3)ll t露 3-1)

次の正比制を表すグラ

フをかき、そe特徴を

調べよう。

(1)y=3x
D*)y: T x

y:-2x
(4)y=― x

次のグラフを表す式砂

求め方を考えよう。

審轟⑮高さが難眠では

なく、3鶴鑢という覇餞
がある申で考えていか

なければならないこと

をつかむ。

小学競で毅つてきた塵

攀手面で道、か書きれ

な掛ため、興0擁域も

表すこと○できる菫標
手面が必要であ番こと

をつかむ。

バズで、魯もろいろな座

標を言い舎いながら、

そ0点 を座覆平菫止覆

とり合っ贄り、適当菫
=

とつた点の塵撥を読み

取り合つて、客象隈や

塵撥鑢止鍛慮の特機を
つかむ。

正比例を表す関数
y=ax

のグラフは、雲虚を選

孫直線であり、比例定

数がわかれば グラフを

かけることをつかむ鬱

正挑筑のグラフから、

地髄定数を譲みとるこ

とにより、式に表す方

法を、バズで教え舎諄

ながらつかみと番.

時計0長針が鰹鞍する

角度は、軽過す馨時爾
に比例する書鬱時から

糧時までの置を考え、
憩時から鍮時轟x分 と
そ醸爾漣晏針が圏転ず

る角度 y° と機鸞籍を

重紅襄管鬱

次0菫撥を座標平面上

tt~表せ。
Cl)《 -3,5》
ξ2〕 (23-4》

`ζ

藤 (-1,-6)

次○問いtt~答 えより
Cl)C-4,5)と X軸につ

いて賛称な座標を求
めより

ξ2〕 (2,3〕 とy軸につ
いて対称な塵構を求
めよ。

次0正比例を表す グラ

フをかけ .

4
cl〕 y=13x

`2)y=-1.5x
2

13)y=一 ux

次のグラフを表す式を

求めよフ

(3)J       12)

ｉ
「 押

ガ И

tt》



4.本時のね らしヽ
5。 学習轟翻

予譲発轟

一

具体鋳な事象の申から、ともなって量務る数量を見いだし

教 鼈 の は た ね ます鰺聰

次の表の 中の国にあではまる数を入れよ。

轟題提示

ま と め

l①轟轟ぶ呈塁躍奪壼等ず農:泌
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ひ
②時間がなつ‡こつれて水母綴さがどのよう鐘変わつてlrbく のかを調"

時藩がたつにつれて変化してむヽくものにはどんなものがありますれ

・ 時間
馨寿墓難菫警蓮L菅黛Fさ

が変わつていくようすを表すには、

・ では、これ らの方法で時間がたつにつれて、水の深さがどのように
変わるのか、調べてみよう。

どのように変わつていくのかを班で出しあつてみよう。

・どのように調べたのか発表してみよう。

・
慧P奎二ふ奮F臭阜フ9警暑彗L露言須暴ζ管看募姦菫暴墓花6警
いくようすを調べていこう。

・ 15錮の深さまで水の入つた水そうから、毎分3銀の深さで水を外
に流す。時間にともなつて、深さが変化するようすを表とグラフに
義してみよう。

終 末 の
量己評価
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:よ うに水を入れていく: ~

ミてみよう。 /
20o騎

ゝ

・水の深さ、水の量、水の体積、水の重ぎ、
水そうの残 りの高さ

す０表
す
て

表

つ

気
デ緋

表
作
プ

で
を
ラ

式
表
グ

ー

２

３

0

(3)  深さ(尋

。バズで、変化のようすを交流しあう。

漂さ(国 )

どうやつて求めたのか
も答えさせる。

・ 仲間の考えを開き、い
ろいろな調べかたがあ
ることを知る。

・下位生徒にも何らかの
方法で調べることがで
きるようにする。

・表には、0から入れる
ことを指示する。

・時間が1◎分までしか
考えられないこともと
らえさせる。

変化のようすを交流

裏奪多撃勢彗ふ鷺k
その変イヒのようすを
とらえやすくなるこ

つ

班の中で、みんなが自
分の考えを出しあえる
ようにする。

式、表、グラフにつしヽ
て■人ずつ当て、板書
させ、説明させる。

自分の考え書、伸闇の

考えと比較する。

鐙絣バガなさ靖碁錫
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糞 鶴 襲 学 習 鶴 導 案 公開 1  (91欝 ～101欝 )

3年 E畿 美術教室 (南舎 3階 )

指導者 :岩井 IIl美

1、 題材名 二植物を基にした構成 (絵画 )

2、 指導の立場

総 題材について

,3年 生の生徒にとつて、この一年間の学習が生涯を通して最後の “美術科"と

なる場合が多い。

したがつて、題材設定にあたつて心がけたことは、

①今までの題材の集大成であること。

の専問性を違求できること。

以上 2点である。運 1時轟と限られたなかで、これらを満たし得るものとして

考えたのが、F4キ ヤンバスにボ~ルベンで表現していく、本題材である。

,技 法としては、市販キヤンバス (目 の細かいもの )は、ジエツプ (樹脂系下地

剤 )を塗布 し、平たんな面をつくり、油性ボールベンと水彩絵の具で表現する方

法を用いた。

ただし、この市販キヤンバスとジエッソとの接着性、さら経水彩絵の具とのな

じみの問題は、実験はしてみたものの、今後の再検討事項として考えている。

つまり、基底材と地塗り材については、合板の使用、自亜、ニカワの使用等を

今後考慮していく必要がある、ということで、新しい中学校の表現方法を開拓 じ

たいと思っている。

・ この題材では、身近な植物を観察し、鍵え方をスケッチとして表し、そのイメ

ージを大切にしながら画面構成させたい。

x、 ポールベンという、~般的な筆記簿具がジエツプ地、スナフチ、チタ■ウ

ムホワイトの強い自色の上であざやか叢こ浮き轟てくる事と、紙とは異なる感饉に

披法鍮妙を味わかせたい。

―



ただ、この強すぎるとも言える自地を考慮し、本彩絵の具で命淡彩を施すこと

ξこした。

機 生徒の実態

"生 徒のこれまでの学習の重点、ということについて考えてあると、

1年時一→デッサンカ  「自画像」など

2年時一→画面構成力  「分割や配置による平面構成」など

ということが言える。物を「みて→かくJと いう行為は、表現力の基本であり

常に指導していく必要があるが、「自画像」というテーマでかな りの時間をかけ

1年時にエンピツデッサンというかたちで追求している。

2年時は、生徒の平面作品におけるつまづきの原因が、画面構成力の弱さにあ

ると考え、どの題材においても “構成する野ことを大切に考えてきた。デザイン

「分割や配置による平面構成 J、 本彫レリーフ「私の手 Jと もに画面構成の考え

方として

A、 規則的な表現

B、 不規則的な表現

という2つの方向を意識させることで、自分のねらいをはっきりさせる指導をし

てきた。

こういつた畿習事項を生かしながら、より発展的で専門的な本題材に取 り組む

姿を期待したい。

C3D 本時の指導意図

・ 本時はキャンノヾスヘの制作に入るため、表現方法の基本 (ボールベンの使い方、

水彩絵の具の塗 り方 )を身につける場であり、今後、作品の出来を左右すると言

つても過言でない、大切な時間である。したがって、簡単な習作を描くことで、

表現方法を習得させることとした。

また、同じ立場に立って制作 していくために、班で互いの作品の進度を確認し合

わ場を設けた。
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4、 本時のねらぃ :ポ警ルベン、水彩絵の具の使ぃちの基本れ かむことがで澤る

5、 書電 覇

流  れ
教 師 の 働 き か け

静前時の学習をふり返る

じ鷲Fは
療寸大の下絵を完成させ、キャンパスに転写しても

。計画通り転写できてぃますか。
各駿窮臨璧してくださぃ。

・不十分を寿 機 の鱗けを借りながら追求してくださぃ。
・言轟理を請 る。

襲墓襲:寛軍貨票碁 `言雪F具
をど鋼

・
甲

じ鼓法を用暖 、こん在作品があります。

<教繭F′躍引鼈示>く の作品をL欝 るた鋼 尋ょ ボ=ルペンの使し義遜菫 箋鎧 方を考える醸 がぁります1~~~
・部分を拡大するとこのょぅになります。

IF~… … ……  <舗  |
|   :

暖 ことはありませんか。
一 ― 班輌 輔 じぁって下さい。

ll   …

|・ 製嵐
・
轟
・
こ
・

1・」
……………∵……………

・課題を追求する。  |・ では、この表現め申から、ぁるいは自分で考ぇ出した表現神
|て、ポー潔 ンの使い方を練習してみましょう。||                   <学

習プリント配布>。本時のたし浄携をする
|。 ボ_ルベンの使い方ヵゎかめましたれ

li        ってくださぃ。

靴
一

  |



生 徒 埒 糠 勒

*バズ体形で開始

(水彩道具、ボールベン用意 )

颯下絵の転写が完Tして猥轟が、三等ヽの

作轟を確認し合予。

"告』作が不十分を攀ギ崚 心難言し、輸

写まで完了させ櫂◇

。「こんを感じ:こな患曇か。理
を「どうやつて摘しヽたんで鞣う。』

黎学習プリントに従つて自作蒔一部を写

導、ポールベンの使い方を考えながあ露

<参

"パズで今要の   軋 されぬ詐

や求彩轟理を施してみる。

学 び 合 い の 姿

・互い鈴作品の進度をみせ合いながら確

認し合う。

自分で気づいたことをどんな小さ

な事でも班内で語り合しヽ、追求し

ていく。

・ボールペ励 使い方がわかつているか

互いの作品をあせ合う申で罐認じ合う。

・道具|まあらかじめ用意さ蛾、

パズ体形にさせておく。

.全員を同じスタート台に立た

せる。

・ell作の広がり、深さを生徒た

ちが感じるととを願いたい。
彙この食つが制作を進める上で

鋼 になつてくる。

・中心部分だけに限らせ、時間

を力ゝけすぎないよう配慮する。

爾と
｀
画の明るさ

・明華母調子で

立体感を錢して

賭ヽ各.

目どち集か録画

が現るく、どち

必かの画が暗い

・直線的なとこ

うと、曲線的な

ところがある。

・ノヾックと薇越い

わけてある。



畿憫 。家庭科糠鰈鑢攀颯指導懃

盆爾 1(9:30～ 10120)
SttC,D組男子 本工室 (北蓄 1階爾)

授業者 爾 口 利 ~

1.題 材 名  電気2 増幅回路を用いた装置の設計と製作

(イ ンタホンの製作)

2.機導傷立場

韓邁材慧こついて

電気鍛利用が、家庭生活でも産業でも、急激〕こ増大し、その原動力になってい

るものは、霧 体 (ダイオードニトランジスタ、IC、 000)に よるエレクト

凛鳳クスの発達である。通れによって、理論的にも技術的にも電気傷利用分野が

成写騨、電気機器も電子機器も高性能化、小量化、省電力化されてきた。今後の

かれわれ命生活は、電気と総闘わりはます寵す深くなつていく工とが予想なれる

だるう。そのために、生徒がダイオードやトランジスタにゆいて鍮、初歩的な知

識や披術を学んでおくことが今後の生活〕こ必要な通とであるo

畿た、電気2の 目標である「電気上の学書を基礎とし、その応用発展として、

増幅爾轟覆用し`た装置を設計し、製作する活動竜通して、目的に応じて電子の働

鬱を取り出してrlJ露する仕組みについて理解亀音機とともに、電気機器を二夫し

て使いこなす能力を伸ぱすJということにもとづき、本題材を位置付けた。

本饉材 (イ ンタホンの製作)は、次の観点で選んだ。

9菫徒濾興味。闘
`い
の高いものであること。

機関常豊話で使鰯することができ、実用的である。

9ト ランジスタを使用した増幅国鋳の仕糧み社指導じやすいことo

O製作を進して、都轟機取りつけ、配線など磯基礎的な技縄命指導ができるこ

と。



(2}生機の実態

8年C,D縄の男子生徒 (41名)にはんだづけについて

姦アンケートを取つてみると、右のような結果になった。

半数の生徒が、はんだづけの経験を持躊ているが、ほとん

どの生徒は、うまくできるか不安に思っている。そ的理由と

して.経験している生徒は、失敗したとか、数回の作業経験

しかないということをあげている。経験のない生徒は、やり

方ガ分からないからという理由をあげている。これらからほ

なんど命生徒が、はんだづけについて初めてといってもいい状態である。

しかし、はんだづけに対して、「上手にやりたいJ「きれいにやりたいJなど

と多くの生徒が離 をもっている。また.これまでの電気機学習に対しても班で

協力しながら熱Jかに取り組んでいるので、はんだづけのポイントをはっきりなせ、

生徒たちが、班で教え合いながら学習することで、はんだづけの技能を高めさ崚

たいと考える。

鰺)本時の指導意図

課題を見つける場で}ミ はんだづけ経験者からうまくいかなかったはんだづけ

の経験を語らせ、きらに作動しない原因の多くはなんだづけ不良であることを知

らせ、良いはんだづけの例と悪いはんだづけの例を比較し、課題を設定する。

体を通して解決する場では、はんだづけの示範VTR(自作)を見せる。そ機

時、こて先とはんだの動きに注目させる。VTRを見た後、気づいたことを発表

遂せ、はんだづ晦 ポイントを板書し、整理する。

そしてゝ 作業に入るが、経験がほとんどないといってよい生徒が多いというこ

とから、班内で一人ずつ作業させ、班量にはアドバイスをさせる.

そこで、作業者は、自分のいけないとこ機に気づき、そして、経員は教えるこ

とではんだづlすのポイントを理解するという場にしたい。 (教え合うパ鱒

こ鍮一次作業後、もう一度、はんだづけのポイントを確認し、残った箇所のは

んだづけを行わせる。こ鍛ときも、教え合いや習うという学び合いの姿が生まれ

たらよいと思う。

最後に、課題についての感想を発表選せる。はんだづけの内容だけでなく、伸

鷲との関わりで学べてよかったことも発表させたい。

片付けも、班量全量できちんと手醸よく行わ彎たい。

臨んだづけ働経験

轟 鶴 40%

な   しヽ 54%



3。 覇自元穫覇費雲襲甕(第 1ユニッ≫罐豪と罐珍夢簿電機亀設ヾ時口言》

&ffiHH .

&x r* * €)+yffi,ar-*, *. I q##ffiwrLw&t etkffie*t$*? fr' & *

の小きな基額建享建塾轟逸粧巌見建番諄
「

轟畿証
~轟

羅不良やショートを考え製作する必要潟 ることが分か
る。

轍 不良懇趣こさず 勤ヽ率のよいはんだづけができる。
'

Φ一石増幅器を製作しも音を大きくできた喜びをもち。その仕組みや働きを調べたいという意徴を持つ。

く〔聾案くこ謬曝涯重〕> 小さな音を大きくするためにはどうしたらよいだろうか。

罐 ■ 2 3

項 甦 通話雲験 スピーカの仕組み 一石増幅器の実体轟線爾

本
時
鑢
ら
い

スピーカ鐘音⇔音声電流

のエネルギー変換をしてい

ることがわかる。

コーン紙の振動がコイノン

に伝わリコイノンと磁石が働

きあって音0音声電流の変

換 をしていることが分か

る。

線が交饉しないように、

自分の考えた実体醒銀園豊

書くことができる.

学響麟の議
・どうやった

ら番漱 き‐

くな るの
か義

・スピーカ感

督量轟すも
のだ。

・スピーカの

轟い紙が、
握難してい

るのを見た
ことがある

仕組みはど

うなってい

るのかな。

・ァンず幣っ

てみたい。

・ うまく音が

轟るかな。

・はんだづけ
がうまくで
きるだろう
か。

轟

轟´

スピーカだけでっ音がは
っきり聞こえるのは、どう
してだろうか。

スピーカはどのようにし

て音を音声電流に変えてい

るか。

線が交羞しないように、
自分の考えを実体懇線図に

表してみよう。

主
な
学
習
溝
難

スピーカどうしの通話実

験をする。

電流が流れているか護ベ

る。

試験結果からわかったこ

とを発表する。

前時の感懇を発表する.

スピーカの分解の示鍵を

みて、《士織幕を知る。
コーン畿が動く、仕組み

を知る。 (実勢

学奮を終えての議想を発

表する。

一石増幅器に使う部品を

点検する。

国願 と部轟、部轟の電

極との滝悠 について説明
を開く。

実体轟線甕で大切にする
ことを出し合う。

基板の上に部轟をおいて

実体懇懸図を書く.

懸舎

うし■

学の

機

本当に電気かどうか調べ

るときに、いろいろな方法

を出し合い、議べることが

できる.

スピーカの構造から、ど

うやって音を音声電流にし

ているか、お互いに考えを

出し合う。

実体臨線爾を書くとき、

大切 にすることを出し舎

う.

生
き
生
き

と
動
く

鶴

スピーカから電気が濃れ
ているか,班ごとで確かめ
る場.

電気発生を確かめる

方法を最習経験から、

出させたい.

スピーカの仕組みを知 り

電気発生の仕組みを考える

場e

:容警菫窯菅健拿F習
内

:

:“

―
―

●マ ロ
`―

~督

  :

自分の考えを実体醒線園

に表す場.

自分の考えを素直に :

:書かせたしヽ。

生
徒
鑢
議

・スピーカが電流に変換し

てゝヽる5、 その電流は微轟

晟
。構造が知りたい。

・感石と塾イ闇 働きで、

書0音声電流に変換 してい

る。
・音を大きくするには?

。実体轟線爾が響けた。本

当に通れでいひめだろう

か。他働人の書しヽた場のと

見てみたい。
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影轟鼈怒冒綺導纂

覇轟  ブ霊  名    Sunshine l Lesson g

公開 1(9130-10:20)
1年 E組 教室 中舎 3鑽東
授業者  :本多 弘尚

「 ゲーム大好き !J

指導の立場

(1}題材、言語材料について
このLessonは、Kenjiの家に遊びにやつてきた Tomが、居間に置いてある本

やコンピューターを見て質問 し、家族の趣味について対話している。その内容
は次のようである。

議 1 部屋にある本の持ち主について、および Kenjiの家族の趣味について。
剛 2 ,臨の上にあるコンピューターやコンピューターゲームについて。
鑑 3 玉enjiの持つているゲームについて。

したがつて理解 させたい内容 としては、
大切になつてくる.

議 l Those are my brotheA b∞ ks.

His hobby is tennis.
Her httby is words群騰 s.

象鷺2  冒hose cottputer ■s that ?
It's tty brother毯

鑽鸞3  Which is yottr gatte,this onle Or
This one ls 霊lne.

それぞれ鋤セクションで以下の対話が

that one ?

本文では、T銀 が Kenjiに積極的に質問し、KexLjiがそれに答えていく形にな
つている。本やラッケ トそしてコンピューターや様々なゲームソフ ト等の本文
の話題は、現在の日本の中学生の日常生活によ<似ており、興味、関心をひき
やすいものである。生徒が自分自身のことについても話していけるよう、題材
を広げていくようにしたいと考・えている。
言語材料面では、腱y,静 歯 ,hiS,herと いつた所有を表す代名詞や 町

brOtteF'Sの ような名詞の所有格を学習する。さらに 曲ose,whi轟の疑間代

貪写亀鸞た鷺屹讐轟?菫浄讐::ご雪T警讐叢I尊麓露藝暫纏露ξじ量警ζ鱚音
たはと思う。

以上翁ような量材と言語材料のと義えから、このLss靭では、次のような力
を生徒につけさせたいと考えている。

1 嬢 やその家族の趣昧、持ち物について、たずねる力。
2 鰹分やその家族の趣味、持ち物についてたずなられたことに答える力。



そ磯た蜂に、本文の内容をつかんでそれについて対話することを、中心となる
言語機動として位置づけ、本文の表現から学ぴながら、母じでそれ猛発展させ
て養待が自分の意志で判断できる部分を設定しながら、政り組んで酵ゞきたいと
考えてキゝる。

(2〕 生徒の実態
対話する通とにおける生徒の様子を大きく3つ鍛タイプにとらえ、Aは Bを

Bは Cを 、Cはさらに豊かな表現をめざして取り組んでいる。

/ノ A: 学習のなかで、自分のことを話 したり、相手にたずねたりしようとする
表現文がなかなか定着 しない生徒.たずねられたことにも、Yes,あ るい
は No,で終わつて しまいがちな生徒。 (Lesson7諄習じ議灘9名)

BI教科書やメモを見ながら (読みながら)対話しようとする生徒。たずね
られたことに対 して Yes,三 角爾 等のいわゆる short ttswer 程度の
答えをしようとする生徒。 (16名 )

CI教科書やメモ等を見ないで、対話しようとする生徒。たずねられたこと
に対 して 1昭 ― wer を自分なりに工夫肛 表現 しようとする生徒。
(1鷲名》

本時の指導意図
本時のねらいは、「T側 と 五enjiの コンピューターゲームについての会議を

もとにし、友達や自分のことについて対話することができる。Jよ うにするこ
とである。そのために、まず oral intrducti鑢  の段階では、Kenjiの立場
になって本文の内容を導入 し、
Whose computer ls that ?
Whose cottputer gattes are those ?

の内容を理解させるようにしたい。
さらに、これらの対話表現は、ピクチャーカードを見ながら言えるよう、十

分練習をし償れさせたいと考えている。
つぎにその対話の話題:を  Do you mtt a c錮脚ter? とたずねることによ

り生徒自身のことに向け、個々の生徒に自分なりの答え方を見つけさせ、対話
できるようにしたいと願iつ ている。
本時で願う学び合い0姿としては、 Do you nve a c輔 鮮t鉗 ?の問ぃに対

する答え方を、単に Ves/Noに とどまらな lF lで、よりていね tF llに 、あるい
はよりくわしく、より豊かに答えることができるよう、グループめ伸間に答え
方の文菫や議いを援助 した り、あ登いはグループの伸間に積極的に尋ねたりす
る:資を求めたいと考えてい機。脅翁ために、教え合う視点を Lvleや likё 等
働動調に着 菫させ、勤講以下に続 く表現内容を班のなかで作 り合いや教え合い
ができるようにし、仲間 と共に学習するこことの充実感を持なせていきたいと考
えてしヽる。

予課―‐… 鐵 1磯家族の趣昧につしヽでの対話をできるようにしてくる。

■
ｒ

し

(3〕

It's tty bFOther懲 参
They are his ,too。
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特殊 学畿  作業学 習指導案

. 公 開 1(9:3◎ ～ 10:29)

特 殊学級 鳥 組  特 A教 室 (中舎 1階西 )

授 業者   銀 申   寿

1.単 元名  銘 々ざ らづ くり

2.指 導 の立場

(1)単元 に ついて

/.作 業 の基 本 として

・ 目と手 の協応動作 を高 めなが ら、手先 に意 識 を集 中 させなが ら、作

業 を進 め ていかせ る。

・簡単 な道具 を扱 うことになれ させ る。

・ どんな作業 (工作 )でも同 じであ るが 、特 に粘土 T_作場合 では 、 粘

土 はや わ らか いか ら「 ていね いJに扱 か うよ うに注 意 させ る 。

£ .作業に 向 か う姿勢・ 態度 の基本 として

,集申 でき る時間 (持続力 )を伸ば す 。

・見通 しを持 たせ、自主 的な活動 を 3:き 出す 。

薔生徒に応 じ、集 団の申での作 業 分担や 自分 の役 割 を させ 、仲 間 と協

力 して作業 を進 め させ る。

・ 友だちに迷惑 をか けな をヽよ うに心 くば りを させ る 。

(2)学 級 の実 態

この学級 は 、 /年生 か らJ年生 まで の こ名で構 成iさ れ てお り、 うち

/各は 自開的傾 向を持 つてい る。

全員が興味・ 関心 の幅や障害 の程度 ・対人関係 等 で大 きな課題 を持

ってい る。

読 み書 きや計算 が 出来ず 、課題 の理解 もで きず 、 自分 か ら取 りむ事

の難 しい生徒 もい る。

作 業 面 では、「 あ そび」の段階 にあ る者 か ら「 見通 し、協調 、工夫 J

等が期待 され てい る者 まで と多様 であ る。しかし、作業 を進 め るため

には、金員 に具体 的 な動作指示 や繰 り返 しの言葉 か けが必要 であ り、

自主 性や集 中力・ 持 続力等 の基本 的な譲題 を全員が持 つてい る 。

手先 鍛器用 さも、文字・ 絵 画等 を きれ ンヽにか け る生徒 か ら、一応 は

作業 が早 く通な せ られ るけれ ど 、作 品 は ち や らんぽ らん とい うのか 、

きちん と出来 ない生徒 、米 完成 で終 る生 徒 も む`るよ うに多様 であ る。



(3)本時の指導意図

個々の生徒の障害の特性を十分に考慮し、その上で以下のような事

籍 を大切 に して砕 きた い。

・段階的で、わか りやす い こと。        
｀

。手足 を使 って具体 的 で、変 化のあ る作業 であ ること 。

・「 出来 た !」 とい う、よ るこびのあ る成就 感が得 のれ ること。

ね らい

。さ らづ くり

。ていね いにや る。

・ 道長は ていねいに 、安全に気 を つ ける。

・ 作業 に興味 を持 ち 、自 ら取 り組 む 。

・模様 づけ

。作業に楽 し く参加 し、集 中 して最後 まで し っか りと、や り

とげる。

。
「 出来 な い」 ところは 、仲 間 と協力 し合 って進 め る。

・模様は ていね いに つ ける。

・「 出来 た :」 とい う成就感 を味わ う。

・ 作業 に対す る姿勢 ・ 態度 として

・ 友だ ちに迷惑 をか けな い。

・ むだ話はしな ひ。

・ ンヽ っし ょうけん め をヽに努力 してが んば る。

3・ 指 導計 画

オ リエ ンテー シ ョン Ⅲ…・・…・・… …。・・・―・Ⅲ…・・…・・… …・ ぶ時間

・銘 々 ざらの作 轟を見 に い く。 …・・・・・●●●認時間

・ 試作 品を作 ってみ る。… ,・ … ……・・……・ 認時間

・ 試作 品に模様 を つ けてみ る。………・・・・・ 認時 lFJ

製作 ・・・・………・・……・・…・・… …。・…・・・・・・… ・゙・・… …… 7時間

・「ていねいJに /時間に /枚をつくる。(手さばきよく、早

く機来るよ うにな った ら、その時点 で考慮する。)

・錐々ざらは、 ま枚が ノセ ッ トであるが、コ枚はスペアー

とする。
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ね`いに、いっし ょうけん路をヽにゃる。

指 導 者 の 活 動 指 導 止 釣 留 慧 点
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社会科学警指導案

公轟 2 (19:30～ 11:厖 0)

1年 F組  lF教 室  (中舎 3階東 )

授業者 : 加藤 泰幸

1。 単元名 封建社会の成立～鎌倉幕府の成立

2.指導の立場

(1)単 元について
' 

この単元で iま 、 日本の封建時代の前期 を鎌倉時代 と室町時代 に分けて学

,習 を進める。二つの時代にわた つて、武家政権の特色 と武家の社会 と文化

の形成・成熱の過程 を見ていくことが中Jい となる。

小単元 F鎌倉幕府の成立」では、次の二点 に焦点 をあてることになる。

。 在地領主 としての武士が源頼朝 と主従関係 を結び、東国 を拠点 とし

て勢ヵ を拡大 し、武士の政権 を壼立 していつた過程

0ヽ武 士の世界
‐を規定する封建制度や法な どを通 して、これ までの天皇

ゃ貴族 による政治 (吉代国家)で は見 られなかつた独 自の世界 を切 り

開いていつた こと

ここで留意すべきこと :ま 、在地領主 =武士の所領の安堵、すなわち土地

所有権を頼覇 は御恩 として承認 したことである。これによつて、古代国家

の荘圏制下できわめて不安定であつた武士の領主権が認 められることにな

った。頼朝が武士 (御家人)の 所領を安堵 したことが、御恩 と奉公の関係

を中心 とした封建制度の核心なのである。 したがつて、この点 を具体的に

とらえさせることが大切 となる。

原平の争乱の間も頼朝は東国の経営にあたつた ことや、平氏のように貴

族的な政治 に陥 らなつかたことも、東国の武士 との所領安堵 を伸立ち とし

た主従関係が順覇政権の基礎 であつたか らである。

こ翁関係は、御成敗式 目、武士の領主化、元憲 と鎌倉幕府の衰 えにも密

接 に結ぴ付 いているのである。



(2)生 徒のR緑 (舞 子  2曝曜、安子 LT躍 》

社会科 (鑽 豊)が 簿き 撃 0● 8轟 、鑢 い 。・・ 16名 、どち らでもない

・・ 16名 であ り、やや社会科への興味関心が低 いと言え機。新入生テス

では、数学 と並んで社会も標準偏盤よ り低 い結果が出ている .

社会料の学習を記憶 中心の学饗だととらえている豊徒が多 く、済ス トで

よい成績 をとる豊徒でも授業態度は消極的な ことが多 い。 しか し、資料が

適 している場合や、対立する考えが出てきた場合な どは、多 くの生徒が興

味を示 し活発な学曹が展開されることもある。また、「武士のおこりと成

長Jの あた りから、十名ほどの生徒ではあるが、事実についての考えがい

ろいろ出て くるようにな り追究 に少 し幅が出てくるようになつた。

バズで鶴、多 くの生徒が自分な りの考えを言えるようにな り、お互 いの

考えを聞き合 うことはできるようになつた。 しか し、バズで追究が深 まつ

た り、対立が生まれた りすることはまだ少ない。

ノー トづ くりの姿勢 は次第に改善され、どの生徒も 自分な りの理解や考

えを書 こうと努力するようになつた。 ノー トの「学習のまとめ」を読む と

前の時代 と比較 した り、次の時代 を予想 した りして、歴史を流れ として見

ることのできる生徒も現れてきた。

今後の課題 として、中位の生徒の学習活動 を構発化することに取 り組ん

でいきたい。

(3)本 時の指導意図

第 1時 で頼覇が貴族的な政権 を望 まなつかたこと、第 2時 で武家政権 は

平安時代には見 られなつかた土地所有を伸立ちとした将軍 と御家人の主従

関係に支え られていることを学警 している。

この考えを本時でさらに発展 させたいと意図 している。すなわち、執権

政治でも、領地をめ ぐる主従関係の上に立 つて、承久の乱をの りこえ、さ

らに、武士の全国進 出に伴 い増加 した所領の訴訟 (貴族 と武士の係争・武

士一族内の購領争 い 。地頭 と農民の争 lF b)を 解決するために御成敗式 目を

制定 した進とをとらえさせたいのである。



轟譲鱚糞褥薇鶉 鉤悛社■鰊文宣  (量  14隋躊》

量導元斬灘攘】 0鑢奮轟時によつて武家政治が始まり、次第に試雛社会が発展しく

。鎌倉時代から室町時代命開に武士や庶民の生活が向上し、武家が

3 モンゴルの難来

(1時購 )

〈小単元の目標〉 源平の戦いの後、

封建制度

頼覇≧御家人 |

結ばれ、強い主:

は、朝延と纂府 |

封建ell度 のし

解する.

頼覇 と御家人

び付いていた。

課題 lM覇 ≧舞

・頼朝の鐸恩
。鉢の木命話

御恩と奉公の

ることをとらえ

武士鍛生緩 と鑢倉文化

(3時間 )

な量轟府の成立

(3時間)

鎌倉幕府の成立

漂平の戦いの後、頼朝は守護 。地頭を設置し、鎌

倉に幕府を開いた。幕府のしくみは、侍所 °政所 °

聞注所など実際崎で簡単なものであつた。

鎌倉幕府成立の過程を調べ、幕府のしくみを律令

国家のしくみと比べて、その特色を理解する。
学習の

ねらい

貴族的な平氏と違い、頼朝は武家政権を構立する

ため鎌倉に簡潔なしくみの幕府を開いたo

課題 :頼朝はどのように幕府のしくみを整えていつ

たか。

・清盛と頼覇の官位の変化 (予課 )

0源平の争乱 (地図)/年表 (1180～ 1199年 )/
「律令による役所命しくみ」と「鎌倉幕府のしく

みJ

・鎌倉の地形 (イ ラス トVTR)

義どな

たなろ

纂眩

≧

呟料

轟府のしくみを律令国家のしく準と比較し、その

特量を武士の政権の視点でとらえることができる。
趙中学ゞ

合い炸翁

第 1時

学奮羹容

育てたい

見方・考え方



「ぃったことを理解する。

こ化の形成と庶民文化命芽生えがあつたことを理解する。

室町時代鍛文化

(2時間)

民衆の成長と戦国大名

(2時間 )

南北朝と室町轟購

(3時間 )

鎌倉幕府が開かれ武家政治が成立したことを理解する。

第 2時 雉 纏時  (餃⑮》

は領地支配を軸に御恩と奉公の関係で

鮭関係を持つた。しかし、全国釣政治

の二つの政権によつて行われていた。

執権政治

源氏の断縫後、北条氏 iま 執権政治を行い実権を持つ

た。承久の乱を経て全国支配の力を一段と強めた。さ

らに、御成敗式 目をelj定 し武家政治の基礎を固めた。

くみを土地支配や主従闇係を中心に理 ゴL条氏が執権政治を行い武家政治が確立したこ

承久の乱や御成敗式 目のell定 を通して理解する。

と な

は、先祖伝来の領地権をもとに深 く結 執権政治によつて武家政治が確立し、武家社会独 自

の法が生み出された。

家人は、どのように結ぴ付いでいたの

(「承久兵乱記」～教科書 )

(資料集 )

課題 :源氏の将軍が 3代で絶えた後、幕府の実権はだ

れがにぎり、どんな政治を行つたのか。

・鎌倉幕府の将軍 (予 課)

。守護の配置 (地 図)/歴代執権一覧

承入の乱/御成敗式 目 (資料集 )

。泰時の手紙 (教科書 )

関係が土地を伸立ちとして成立してい

ることができる。

式 目が武家社会に適した法律であることを考えるこ

とができる。
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な嘔攀写轟兌

予仁されわ鐘褥鰊鷹滲

予
諜
発
表
　
課
題
提
示

予難を発裁して

くださ寺ゝ辱

資料をもとに、

課題について自

分勢考えを作つ

てください.

貴族 と地頭の争
いや領地の持ち

主のことを綴か

く,決めているの

はなぜですか。

・資料をもとに自分の考えをノ
。発表

②執権一覧
・ 3代将軍の時から北条氏

が執権になつている。
・執権の北条氏は将軍より

年配で将軍を思い通りに動

かせたと思う。

―卜に書く。
①守護の臨置

・北条氏の領地が承久の

乱の後に増えてをヽる。
・京都の回りに固まつて

いる。
・1285年 には中国・九州

にも増えている。
・北条氏がどんどん力を
つけたことが分かる。

I    燎奮轟轟|

量罰霞簸震露勿鸞菫菫盪
し
を悪動好⇒社しなひと、鐘倉纂府の政治ラ

源氏の将軍が 3代で絶えた後、鎌倉幕府の政治の実権はだれがにぎり、どんなi

04・ 5代将軍は名前だけ

で、執権が実権をにぎつて

いたと思う。

0年貢や武士の領地について、網かく決めてある
`

0荘麗領主と地頭が年貢の争いをした時のことも1

『

 グループ・バズ 時 発表 .

・親が子どもに領地を譲るときに、いろいるもめごとが起 i

ようとした。
・親がだれかに領地を譲るの Iま 御家人にとつて重大な問題 :

うに法律に決めておくのだ≧思う。
・幕府にとつても、御家人の領地は御恩と奉公のもとだか |

つきりさせる必要がある。
・地頭 :ま武士なので、律令で裁かれると貴族のほうが有利 |

を作つたと思う。
・ノー トに学曹内容を譲とめる。

「源氏の将軍が 3代で絶えた後、北条氏が執権として幕
'上皇の反乱 (承久備乱)な おきえ、幕府の力は一層強まつ:

くらしにあつた法律 (御壌敗式 爾)を作り、幕府の政治は,

躊

褻
な量畿嚢曹奪ぎ|

議

と

め
　

数

轄

予

告

教轟錮漑老かけ

今 日の学習をノ
ー トにまとめて

ください。

次勢時間は武士

のくらし|こ つい

て学曹します。

承久の乱を経て、北条氏

は執権として全国を支配

する力をより強くした。



諄虞数式甕畢埋定0文は
「

祗袂す炸畿

粽彦怒誓畿響L儡屏 斃蝙血雹饉鸞薫・学孵賛料

F｀ なかつたと思う。
Э年令が低いので

ができない。

③承久の乱
・京都の後鳥羽上菫が幕府を
到そうとした事件だ。
・乱の後に京都の回りに北条
民の領地が増えたのは、覇延
を見張るためだ。
・上皇側の領地を取り上げて
また地頭を置いたと思う。

一

 |

式目という法律を作つた。

失めてある。

きるので、法律で:ま つきりさせ

だから、間違いが起こらないよ

らその領地がだれのものかをは

こなるので、武士のための法律

薄の実権をにぎつた。1221年 に
ヒ。北条泰時は1232年 に武士の

難定 した。」

毒北条氏が議権として

纂鋳檜笑権社にポリ、
さらまこ力社つけたこと

な資料 ≧隷ぴ付けで覇
らかまこま曇ことができ
為鬱

・資料「鑢倉幕府の将鶴れ についての感
態奢予謡にしてある。

・資料①守護の記置図
②歴代執権一覧
◎承久の乱
⑩御成敗式目

〔機。の 。④は資料集所収)

※⑪は共通、O～◎から一つ選Jぶ 。

・事実認識を大切にする。

・バズ奄行うタイミングを適切に見届け
る。
・パズの課題はできるだけ焦点的に与え
たい。 (年貢についての争いか、所領の
所有者か )

・泰時の手続を提示する。

0予諜 : F鑢倉武士と武芸J  鐵 科書
pe 76)を 読んで感想を二百字以内にま
とめる。

・武士 蜘 家人)の所
領命大切さから、式 目
が武家社会に適 した機
律であることを、資料
奎もとに考えることが
できる。



数学科学習指導案

公開 2 (10:39～ 11120)

3年 G経  3G教 室 南舎 3階中央

授業者 星野 健

1.単元名 円の性質

2.指導の立場

(1)単元について

この単元において :ま 、再と円に関する図形の性質を指導する。円の回転性・対

称性については、すでに小学校において円の直径を軸として折 り曲げて重ね合わ

せたり、円をもとにして正多角形を作図するなどの作業を通 して学習 している。

また、胃 :ま小学校において中心・半径・周 と直径・円周率・扇形 。中心角などが、

中学校第一学年で :よ 、円や扇形に関する用語の理解や計量の習熟がなされている。

これらの既習の知識や概念を基に、ここでは円周角の定理を中心として、大きく

二つに分けて指導する。単元の前半においては

(1)円の対称性を頼拠に、門と直線、2つの間の位置関係について考察 し、直

観鋳な扱いを通 して接線の存在を認めていく。

後半で :ま 、

(il)円周角の定理などを基に数学的な推論によって円の性質について考察 し、

論理的に思考 したり表現 したりする能力を伸ばす。

特に、 (11)に おいて

(ア )で きるかぎり具体的な事象から入 り、問題意識を身近なこととしてとら

`え させ、操作活動をさせる。

(イ )特殊な場合や、とらえやすいものか ら一般的なものへ と考えさせる。

以上のことを通 して、理解を深めさせたい。

また、図形の領域においては、特に論理的に表現する能力を伸ばすことが重要

な日標の一つせある。つまり、論理の進め方が自分をも他人をも納得させえるよ

うに表現できるようにさせたい。しかし、はじめから形式の整つた書き方を強要

するのではなく、わかっていることを図に書き込ませること、その図をもとにし

て、伸間に説明できるようにすること、説明した羹容を文章化することを通しな



がら、形式よりも論理の進轟方に力点を置 く。 しだいに整った形式の証鴫 |こ 慣れ

させ、最終的にはその形で表現ができるように指導を していく。

(2)生徒の実態

3年 G畿 :よ 、男子 21名 、女子 21名鍮 4盆 名の学級である。

明るく、活発な生徒が多い。 2年生か ら同 じメンパーなので、わからないことを

考え合つたり教え合つたりする人間関係ができている。そ鍮ために、バズ学習が

好 きな生徒が多い。 しか し、後で教えてもらうことを期待 し過 ぎて、自分の考え

を持 とうとしない生徒や、わかつていても挙手を しない生徒もいる。学力につい

て :ま 、上位生徒もいるが下位生徒が他のクラスよりも多い。

こ鈴単元にかかわって、

①円について知っていることを書 きなさい。 (公式、用語など)

②証明を書 くことが好きですか。その理由も書いて ください。

というアンケー トをとってみたところ

①面積、周の公式についてはほとんど書けていたが、弦という言葉を忘れている

生徒が多かつた。

② どちらでもない生徒が多 く、好 きな生徒はほとんどいなかった。実際に証明が

書ける生徒では「証明を書 くことはめんどうだ。 J、 下位生徒で :ま「どう書いた

らいいのかわからない。Jと いう内容が多かつた。

(3)本時の指導意図

本時は、「円の性質 Jの単元の中の第 2章「円周角 Jの第 2時である。第一時

で扱つた円周角の位置の 3つの場合の中で、中心○が∠APBの 内部にある場合

について総証明を考えさせる。「このままの図では考えられない。」ということ

に気付かせ、補助線を弓lく ことにより証明が可能であることに気付かせたい。補

助線を馨Iい た図を基にして説明を考えさせ、バズを通 して考えを深砂合わせたい。

話 し合つた内容を基にして、証明を完成させたい。

自己評価 F「l題 として、整つた形式の証明にふれさせ、これに近い形で証明が書

けるように指導 していく。
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予譲磯答えを確認 しよう

。今 日|ま 、 (2)に ついての証明を

考 えてみよう

(2)の場合 について、∠APB=十 ∠AOBで あることを証明 しよう

・図に印を書 き入れなが ら、伸間 に説明

で きるように しよう。

・ 自分の考 えをグループの人に発表 して

み よう (漂め合 うパズ )

・グループで出た意見を発表 しよう

。証覇を自分で書いてみ よう
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・友達の証明と自分

の証明を比べて、よ

り良い証明をつくり

あ|デていく

。図に補助線を入れ

て考える方法を見つ

けだす。それによっ

てどう証明すればい

いのか全員がことば

で説明 し合 う

・友達の答えと自分

の答えを比べて確認

することにより、今

日の学習内容がどの

程度わかっているの

かを確かめる

・めらか じめ教科係に指名 させてお

き、黒板に書かせておく  い

。Qに 置 き換えての証明を確認 して

お く

。前時の終 りに提示 した図を黒板 に

はる。また、点 Pが動 く教具を用 い

て、前時 とのかかわ りをおさえる

。このままでは証明できないので、

補助線に目をつけさせる

。予課の (2)に もどらせる

。輸番法でバズを行 う

・このほかの補助線の引 き方でも証

明 :ま 考えられるが、生徒か ら出た場|

合については、取 り上げて扱ってい

く

。机聞巡視を して、a,bを 使つて

証明 している生徒に板書 させる

。日頭でまとめる  (文章 としては

次時にまとめる )

確認バズを行 う (リ ーダー法 )

(2)の証明を基に考えさせる

孔ゝ ,
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2年 C,D組 家庭科室 (菫舎 2階西 )

緩業者 : 本 野 道 子

1。 題 材 名  食物 2 青少年向 きの献立と調理

2.指導の立場

(1)題材について

近年の社会経済の急激な変化は、私 たちの意識や生活環境を根本的に変えて

しまうほどの大 きな影響力を持つている。生産は個人か ら他人へ移 り、大量に

生産されるようにな り、私達のまわりには多種多様の食品があふれ、望めばい

っでも手に入れることがで きるようになつた。 しかし、生徒達の食品の選択の

仕方を見てみると、出まわつている商品についての知識は浅かつたり断片的で

ぁり、好み中心で食品を選択 してしまいがちである。食物本来の目的である「

鍵康な体をつくり、維持する」ための食物が、逆に栄養のかたよりや、健康を

書することにもなるe

このような生徒に「食物 2」 の学習を通して、食品について理解を深め、消

費者 として正しく食品を選択 しようとする態度を育てたいと考えた.

(2》生徒の実態

加工食品、中でもインスタン ト食品が普及したのは、昭和 35年以降で、 イ

ンスタント食品の :ま しりである“インスタントラーメン"は今年で 30年にな

る。 また、家庭の食物費に占める加工食品の割合 も昭和 40年代後半を境にし

て、加工食品が 50%を 越え、年々増加する領向にある。

2年 C、 D組の食事調査においても、大部分の生徒は食べている食轟の半分

以上が撫工食品であり、中には殆どが加工食晶である生徒もいた。すなわち、

インスタン ト食品が当り前の時代に生 きているといえる。だから、加工食品や

インスタン ト食品を抵抗な く受け入れているように見える。 しかし、「 加工食

轟は体にとつてあまり良くないのでは 」という思いをもつている生徒も多いが、

こういう意識は一時的なもので終わつてしまつたり、漠然とし過ぎて結局はよ

くわか藝ないで終わつてしまつている.



食晶が経濃してい轟申で贅徒達はど命ようなものをどんなことに気をつけて

買っているのかアンヶ― 卜してみた。 (2年 C、 D畿女子生徒42名勢縮暴 )

買物鋤内容
。自分の間食だけでなく食事の材料なども買う。

・自分の食べるお薬子やジュース類を買 う。

・自分で何も買わない。

買 う時に気をつけること
。金額   28名  e日 付 24名

7名・見た目  8名  。品物の良さ

・賞味期間  う名  ,大きさ,量 ,重 さ 4名
・添加物   1名  ・ g当 りの値段  1名

13｀名

27雀
2名

・おい しそうな物 17名
。色       6名
・栄養      1名

■                                                螢
餞

… … … … … … … … … … … … …

逼

半数以上の生徒が、 自分のFET食 を買っているだけである。買う時に気をつけ
る通ととして:ま、金額、 日ftr、 おぃしそぅな物が多かった。食事の材料なども

買っている生徒の方が、いろんなことに気をつけて買っていた.

生徒達は食物学習に大変興味を持っている。 しかし、作って食べることが中
心で、栄養や食品に関する学習にはあまり興味を示さないので、できるだけ体

験的学習を仕組むことにより関心を持たせ、学習に取り組ませたい。

(3)本時の指導意図

生徒達は大変 ジュースが好きである。課題を見つける場で Ffa実際にジュース

缶を持ち寄 らせ、生徒達が普段ジュースを買 う時の様子 (気をつ :す ること)を
語らせ、合成着色料に着目させ課題を設定する。

本時で :ま、食品添加物の 1つでぁる合成着色料の検出実験を行 うことにより、

加工食品や食品添加物に対する意識を高め、安全性について考えさせ、消費者
としてどのような態度が必要か学ばせたい。合成着色料の入っているものと、
入っていないものとで |ま 毛糸の染まり具合いが大きく違うので、生徒の驚きも
大きく、蘭心も高められると考えられる。

実験に入る前に、結果 :ま どうなるのか班でバズをすることにより、意識的・

意欲的に実験に取 り組む姿勢を作りたい。

そして実験では、班員一人一人が自分の仕事を責任を持って果たすよう努力
し、 うまくできない生徒には援助していかせる。実験中や実験後のまとめでは、
わかっ F_― ことや思つたことをみんなで発表し合い、 自分の気づかなかったこと
に気づけるバズをさせ、学び合の場としたい。
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本時のね攀砕

罐 熔

合成着色料の検出実験を通して、食轟の機訳で気をつけること力重機 るゝ。

◆おいしい物を選ぶ鬱
・難 月轟を見て新しいものを選
・動 等ヽ議 櫛 。
・轟鷲表示を見て選ぶ。

・含威着色料の方は体に悪轟。
・合成着色料の方は何も含まれつ

。実験:こ必要な物を取りに行く。

・実警覆城戒盤・1輔序教 る。

・■が染まりそう。液が濃いから。
・合成着色料で染まると思うから、
・両方とも染まる。
・両方とも染まらない。
・響義匿運 [し、プリント1覇測

①2つのジュースに食酢とぬらし

OG睦湯せんL・ て、10分琶麟轟

③嘔糸を取り轟し、水で洗う。

・終わ たらプリントにまとめる。

OBはよく着色した.

・Aは着色したように見えたけど、
・Bの残った渡は殆ど機 式ない。
・Aの残った液は最初と変わらなし`
。合成着色料ではよく着色するが、
ない。

・毛家を動 ている

。同じジュースなのに中身はこんな
。体の中に入つたらどうな機のだろ
・       崎 る。
3できるだけ添加物の少ないも錢
3襲で協力して片付ける。

教 師 の 働 き _か 。け

。みんなよくジユースを飲むと思うけど、どんなことに

気をつけて選んでいますか.

。轟質表示を見て選んでいる人もいるようですね。

・先生が罵意してきたジユースの品質表示です。どう違

うでしようか・

鮮 鯖 滋 塁競 。
00睦湯せんにして10分閥沸騰させるc

③毛糸を動 出し本で洗う.

。毛糸はどうなるでしようか.

。実繁霧攀蠅諄睦分担して下さい。

。それでは実験を始めよう。
重0分で終われるよう班で協力しよう.

・縫果はどうなりましたか.

・Bのジュースの色がなくなつたのだFffど どこへ行つた

のだろう。
・実験をしてみてどういうこと力ゞわかりましたか。

。これから食品を選ぶときに、どんなことに気をつけ通

とよいでしょうか意
・機片総職 して下さい。

・ 鬱 篭 解 無 筵 圧 静 運 野

課
題
を
見

つ
け
る

体
を
通
し
て
解
決
す
る

伸
び
を
た
し
か
め
る

2つ働ジュースによる懇 の染まり具合いをな みよう。

雑雀



聰 濾 難 学 ぴ 合 い の 姿 留  意   点

麟 鬱

卜ない。

色が濃いから。
Bカド染まる。

・る。

′た毛糸を入れる。
:させる。    _

´
 発表し合うバズ

洗ったら落ちてしまった。
・

果汁100%のジュースでは着色じ

|にも違うのか。
Iつ 。

黙 。

・選んできたジュースをもとに欝
方を交流じ合う。

・班で発表し合1/L、

て実験にのぞむ。
自分鍛考えを持っ

班動 して実野軽量菫ゆるこ

実験しながら、気づいたこと、
考えたことを出し合う。

わかったことや思つたことを
交流し合いプリントをまとめ
る。

自分の好きなジュースの空き
t畿

を班で2つずつ持ちてくる。

プリン
｀
卜を配布

2種類のジュースを示す.

B紙に書いた品質表示を示す.

く実験に必要なもの>
・A:果汁 100°/。 ジュース
・B:合成着竜剰ス幻 ジュース
・脱賭した自色毛糸 3本
・食酢   ・スプーン
・ナベ(2)・ はじ(2)

。   はB紙に示す。

0

記録者2名  時計1名
記録 2名  道具2名

・
警 磯 種 議 饉 盛 見

安全に気をつける。



ス 蓬 麟 ゑ バス′アットボール

ユ与縄 導 の立 場

(ノ 〕選 縛 Kヮ ぃ て

バスケザトぶ―ル色株変する犠♂るの1銀襲味威ふ
「

卜ずあづ′え―卜色♭え

叱バスザットの中Kポーノレぶλ ,た瞬銀のメ饉敷し気持ちのた李ずある場饉ず

る。しがしただ額分各じソず4-卜練層ずう爾:4亀九―卜数∬みく′バスリッ

トの中ム入雛 れ I轟 リベ欠魚ゲームの奪ず罐ま人の珠力じ夕人身超暑バ入

りιじれた―卜名ンスちつくろスιふ象繊がしりずι‡難しいeじたが ,で,鉄 の

ま人彎雄そ計人しの対人ガレーの守て1な るべく燿 的な4´ へずレーレ■∫っ

てえ ―トチ費ン入七っくら奪げ経tず奪ら争くまら。 しりわげゲ
″への呻ず孝 ″

へ輝 人4声 ち脚 できるのしよ議わた銀人色免ゎたス
も
けで

｀
ぼ治で

eじ
も亀ず繹

轟。たレt鷺 だっ轟ヽない。イ晨ル剣鐵人がバラバラで・嬌管感をスず
｀́

ム■豊約ろふ

りも′み_ム内のまスがコート奥の/0人の対人フレ゚̂ f発 んみパランスのよい

象き′彦tす ぃフ・レーので
1誓

る斗″ムず島痒ぇ言個人の換。たの秦ス上の力2舜彗ず

きるもめ1"乃 ら.夜 ミで・棒鷲め轟場乳4寺ずしよ′も諄増哺鼻期職人の幕酔鎌レベlン の

アップr_ウ エイトちおくのず撼修く′コ‐卜颯 9ノ′人の館人プ
°レ″tん た晨ノt

ランスのよい像博′違け哺ヂレ′のずきろ組人,4寺襲づくり,4‐ ムづ`4り t為 ざ

し旅 い。

ん拳脅ずξ雷蜀魔バ尊薇しなつ′獅奥抵して撃驚氏夏資嗜ゑ象te疇鍾Pバ 入学ットボ…儀

もよ響、感甑9f気ぃ遷負であろがう′え嗜現拳騨彎甦簸魂嚢でしまぶ轟魏L鶯錢レて鬼級

しま=1,警 譲りtfく ,で 光像↑ろ奪ン現鍾銀的奪鷲寧糞(41△鋳奪議鷹 t農 う感

う轟導τ修ミしパ人卸ず風るしん鳥る。Jλ 爵難鶴磯でも1意崚懇腱雛t覇類

じながら盤夜の難還バ烏け`たゲ…よが最庫できるよう税應 レたぃ。

イ 椰脅舞撃晉軸導東
公 銀 2(ノθ ttθ ～/ノ l脚♪

1年CD組 壽番 運 勧 場

畿 饉 燿 藤 晨湾鰤



Cλ )鰭宛0爽懲

現絲 ノ尋曳だ2っ の盛、華裁欝ヽら入壌レて言てし、み.々 して姜攀`の生徒も心拳

緯崎K拳篭熱歌「鼻ルをで
t式

裁みル奪1｀やろJず錯鶴レて、ヽ各.し かし,な
lざゲ

群ムtfも る Lボ ″Iレ に組 った こ
l′ Tン バ ラン入レ〔ヤ った りく;環 轍 ずの導督芦

た な レてい 供い 。こ終嘱ハ 4ヽ 善犠た出身 ュ硬3■ズー iレ 手′卜で
イ

ス が って式魂広

が '1ヤ うJノ 浴ふ拳遅れ出身性J瞬象よ′
F持

ち場 t来静て,みんキTゴ ‐ル千 t費 り,み

ん黎でレ矢綺ろJし ぃ.λ 雖督静での亜彗ぃも熟響してぃぅょぅに多う。たミt塩

警ヂ′ムtレ 午がうゲ
｀́

ムの調子tつかふぜく拳署t進めていく治懇がぁった

≠れの各戎は館題麟のパレ″ボ″3レ の霧L■ をしに   レえをっ鷲がなり4-
ムワ″ブ七■゙警■ヾ るL客 ずだべだレーボールしバスヶッ|ボ 凛レの選無綽特性

L■ 九セ電菫、ヽがあるため畿象しく負で′入りも酬卜ろ呻での■ンごネー九ン式じ
｀
の

場も巧ぞレて、ヽう。たれにしt trし
.4曳

僕Ltバ スザットボ″:レパ括きず`力号,緩数

にも色欲鈍メ彰審ヵ事で盪′竃葺彗夢蓼もι彙 レ1質 しいようである.

(3)外靖の議導姦題

義雲ガLで 4ヽ,ノ ーマークト■れずれi為負3)可 うtt力 多ヽ
・こズ ヤ象確のぁうち

―卜t悠.っ 手後がaに っし、た。このよう颯′労び夢κ itt τう覇ヒ名鋳儀さ書颯額卜警づ蓼

リバあフたミLか うふ鋼れlバ ス・アンド・ラyt箕 ,マ ノンマープなつくり′シざ ト

■ ンス につ なげ る二 久 t壺 七 盆い。 ミ ミだ:罐 4FttFな らこ しt感
,パ ス tし た め

し無けなt、 しれグt■ に争 ヽ`たうよぃか蓮うこしでぁる。々ミずず対λ彎玖篠鰊

電κお、ヽ1伊|ち イ。し毎が多ノ～て―クちつくってシ多―卜Kつ 毎げる微,を t身 颯

つt夕 ltスい。また′お2ぃ に遭絡レそ可くてるため4+分 な喀奪轟ノぐズそイ筆霧バ
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熙巡鱚楊翁ξ瞼聰パ
公開 2  (10:30～ 11:20)

2年 E纏  2E教 室 (申 舎 2階東 )

授業者  可知 達也

璃自J舌 名  Sunshine Book 2

Lesson 8 「A Cirl and The JttngieJ

2.指導の立場

(1)題材 0言語材料について

この話は実話に基づいている。 1971年 12月 23日 のことである。ベルーの リ

マか らアンデス山脈を越えて、アマゾンに至る途中のランサ航空の旅客機

(ロ ッキー ド・エレクトラ )が ジャングルの中に墜落 した。乗客は 92人い

たが、そのうち91人が死亡 し、 17才 の少女ただ一人生き残った。 この少

女ユ リアナ・ケプケ:よ、 ジャングルをさまよったあげく、 1◎ 目後にようや

く墜落地点よ り200bも 離れたところで勁けられた。 この話はアメ リカ・イタ

リア合作の映画 “Miracles Still Happen"(日 本名、奇跡の詩 )に な り、現

代の奇跡 として世界を驚倒させた、 というものである。 そのス トー リーを4

場面に分けて少女の行動や様子を中心 としながら展開 してある。

§ 1では、気を失つていた少女が目覚めて、少女一人だ :す が動かったこと

が、わかったがt希望を失いそうになつた様子。    ～

§2では、父親の言葉を思い出 し、 いきる希望を持った少女の様子.

§3では、空腹やけがで書労 しなが ら、小川を探 してさまよい歩 く少女の

様子.

§4では、小川に沿つて歩き、ついに動 :す られて父親と再会する少女の様

子.

こうした少女の様子や行動を表す場面や表現に着目させなが ら、物語のあ

らす じが、連続するように、 まとめる力を付けさせたいと思 う。

又、新 しい文法事項 としては、不定詩が出てくるので、単元のは じめに、

その用法について学習 し、本文の学習の中で言語活動 として生かせるように

と意図 している。



(2)生 徒の実態

本単元の目標は「内容を読み取 って、物語のあらす じがわかるようにま≧

めることができる。 Jしか し、本格的な読み物教材は 2年生になつて

A Birthday pFeSentに 続いて 2回 目で、物語の主人公の行動や様子を中心に

読み取つていくことには、十分慣れていない命で、 えいごの物語文に饉れて、

英文でまとめる力を付けるように指導 していきたぃ。学級の本文の内容 をま

とめることの実態は、

A.本文の内容が十分とらえられないで、抜 き出せない生徒 (10名 )

B。 本文の内容 をとらえて、抜 き出 して、 まとめることができる生徒

(19名 )

C。 本文の内容 をとらえて、 自分な りの表現でまとめ ることができる生徒

(12名 )

である。 しか し、 そうした中でも単純な質問に対 しては意欲的に反応できる

が、やや難 しい質問になると、一部の生徒のみの挙手 ,発言になつて しまう

傾向があり、バズ学習 を通 して、 自信 を持 って 自分の作品を発表させた り、

一段階上の表現をめざして取 り組ませている.

(3)本 時の指導意図

この題材では、先に述べたように、少女の様子や行動 を、場面や表現に沿
つて読み取 らせ、 あら筋をまとめていけるように指導 じていくことにした。

前時、少女がいきる希望を失いながらも、父親の言葉を思い出 して、 ジャン

グルを脱出するには小∫::を 探すことが大切であることを学習 した。本時は、

少女が疲れてはいたが、ゆっくり歩き始め、父親の言葉通 りに小川を発見す

るに至 った場画を生徒 自身の言葉でまとめ させたぃ。 まとめるに当たっては、

まず一人一人が自分な りにまとめた作品を持ち寄 り、パズを仕組む◆バズの

中では友達がまとめようとする事柄を援助 した り、あるいは自分が表現でき

ない事柄を援助 してもらった りして、教ぇ合つた り、作 り合 つた りする学習

をねらいたい。友達の表現を学ぶ ことで、仲間 との学び合いを大切にして、

更に自分め表現を広げていこうとする意欲が持てるように指導 じていきたい

と考えている。

予轟― “Fintt a sttall atreatt tO get out of the jungle"の 暗唱
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教 師 の は た ら き か |す

４

　

５

本駒 ねらい

メilへたどり着くまでの少女の様子や行動を読み取り、簡単な英文にまとめることができる。
学習展開

穐生

Oral

lttt「oAction

Qと A

leatting

3職 砕

Presentatio驚

電機e ttrk

=あいさつ (内繊 読み取つて、まとめてみよう。)

・§2の少女の父親の言葉で大切なものを発表させる。
(ピクチャー・チャートを見せる。)

・Oral lntroductionで ピクチャー・チャートを使いな
力ゞら§3のあ甥務をつかませる。 (2回線り1返す。)

・Q&Aで 内容についての質問をする。
1. Wtt stt tird ?

26爾臨t ttitt she Lve in her bag?

3. Diよshe have a cttt?

4. 酵id shc start to run f
・鐸辱吾ダ輝篭選轟東理肇彗オテう◆

歩き始めた少女はどうなつたのだろうか。英語で表
現してみよう。

・プリントにそって黙読と音読を行わせる。
・燿人で要約文を作らせた後で、バズ体形を作らせる。
・作り合うパズをさせる。
・ノウ観方法を断 する。 (群藩法    る。)

・乃レープ内で発表し合つて交流させ、表現を完成させ
る。

・自分の表現を繰り返し音読練習させ、発表できるよう
:こさせる。

・自分の表現をクラスヘ発表させ、相互に評価させる。

・本時の自分の表現を暗唱してくる。

・あいさつ。

IIer ftther sald “Flnd a s鯰1l strett to ttt ottt of t職 』毬電 le。 "ht tte
tired ttdコ轟圏患 職 醜nted s鑢塩 ltt to e試。 She htt some c艤 伽 iI〕 heF

灘 put otte hto tt「 麗睡 慾 置 a ttp爾 鑢 陸r foot.職 trb4 to冨
憑 購 Bttt she壼 闘爾爾 to ttlk国臨憩

・あいさつをする。

・「 Find a sttali strea風

・鯛 に答える。
1.Yes,stt w尋 .灘 was

2.She ttd some cand3「
3. Yes,she di也 毅鷲 鮭Ld

4. No,she didn'te Slle s
・後について 2～ 3轟読t

⇒自分の表現をまとめる。
抜き出す→置き換える一

。
J寵読と議 を 1

て英文をまとめる。そグ

'She was very
↓

But she started to wa`

↓

「
～  冒hat did she 越o (〔

:例文 慾e職紺d a ttew

She heard the b(

t      She found a sttal

一

a自分の表現を暗唱してく

。あいさつをする。



学 び 合 い の 1姿動涯

i to get ollt

of the jungle.

麟Fl騒
|

b鑢.  l
菫轟睡翻目鷹翼匿

|

tired attd hungFy,

ill ttr b電 .

a deep cttt on her foot.

tarted tO walk slowiy,

夕.

罐 み立て直す―行間を設む

予つた後で、プリントに従っ

襄 、バズ体形にする。

LfteF ttt)? =
sound.           1

〕st sound.        :

1l stre藁    :

0.

,友達の答え方から、より豊かな
答え方を学ぶ。

・Lo覇 銀swerで答えようとする。

,友達がまとめようとする事柄
について、工夫したところを
評価じとり、表現できないと
ころを援助する。

e姿

選ぶな覇
『

満紳でヽ
・友達の発表から学ぶ。

=姿勢や声に注意させる。

・挙手による発表を求め指名する。

・聞く姿勢に気をつけさせる。

・絵を見ながら聞かせる。

・麗圏圏は New ttrdsで
フラッシュ・カードで提示する。

・挙手をこよる権長をする。

。声館注意させる。

・ベズの方法を明らかにして、
)ミズ鶴 を早く作らせる。

・下位生徒とグループの活動向の
弱い所を中心に机闇巡視を行う。

・司会は班長が行う。

・友達の発表を聞く姿費 気をつけ
口させる。

9指名は、鋤 班聯 るゞように配慮
し、教師のコメントを入れる。

・姿勢や声↓覇 させる。

lk


